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おわりに
以上，群馬県立ぐんま昆虫の森の甲虫標本コレ

クションについて紹介したが，最後に現状の課題
について少し述べたい．まず，標本整理やデータ
登録などの標本管理にほとんど時間が取れないこ
とである．標本管理の担当職員は 1 名であり，昆
虫飼育や各種プログラム対応，事務作業等の業務
の合間を見ながら時間のあるときに細々と作業を
行っている状態である．標本整理に関しては概ね
分類群毎にソーティングされているものの，甲虫
類のデータ登録に関してはコレクション全体の 1％
にも満たない．鱗翅目についてはチョウや蛾に詳
しいボランティアに協力していただきながら，整
理やデータ登録を進めているが，甲虫類をはじめ
その他の分類群については協力者が見つかってお
らず，同定やデータ登録が進んでいない．また，
多くの施設と同様に収蔵スペースが少なくなって
きている．このような状況であるが，今後も地域
の昆虫に関する中核施設として群馬県内の資料を
中心に収集を進めていきたいと考えている．
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【短報】チャイロマルガタテントウダマシの愛知県
および岐阜県における記録

チャイロマルガタテントウダマシ Dialexia niisatoi 
Narukawa, 2017 （Fig. 1）は，東京都稲城市の標本を

基に記載された体長
1.5 mm ほ ど の マ ル
テントウムシダマシ
科の甲虫である．本
種が属する Dialexia
属は触角が 9 節で前
胸背板に側溝がない
ことなどからマルテ
ントウムシダマシ科
の 他 属 か ら 識 別 さ
れ（佐々治，1980），
本 邦 に お い て は D. 

niisatoi の他にベニモンマルガタテントウダマシ D. 
hisanoi Sasaji, 1978 が知られる．両種の区別点は，D. 
niisatoi は上翅が暗い茶色で紋はなく，その長さは
2 枚合わせた幅と等しいのに対し，D. hisanoi は上
翅が暗い黒褐色で赤褐色の縦紋を持ち，その長さは
2 枚合わせた幅より短い点である （Narukawa, 2017）．
これまでのところ本種の記録は原記載以降知られて
いないようであるが，筆者らは愛知県および岐阜県
において採集しているので報告する．

本報告に使用した標本のうち，「ONO．」で示し
たナンバーは大野コレクションの登録番号で，この
ナンバーを記した標本は，大野のもとに保管されて
いることを示す．

Fig. 1．チャイロマルガタテン
トウダマシ．


